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ふ
る
さ
と
農
園 

 

平
成
２２
年
８
月
４
日
（
水
）

午
前
５
時
１５
分 

日
の
出 

高
槻
市
郡
家
新
町
の
農
園

に
朝
日
が
ふ
り
そ
そ
ぎ
始
め

ま
し
た
。
ス
サ
ノ
ウ
ノ
ミ
コ

ト
神
社
の
森
、
Ｊ
Ｒ
高
槻
駅

北
の
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど

影
絵
の
よ
う
で
す
。
畑
の
夏

野
菜
が
水
を
求
め
て
い
ま
す
。

毎
朝
５
時
に
、
水
を
や
り
、

き
ゅ
う
り
、
な
す
、
と
ま
と

の
収
穫
を
し
ま
す
。
朝
の
運

動
に
自
転
車
を
二
十
分
こ
い

で
、
農
園
ま
で
く
る
と
汗
ば

み
ま
す
。 

高
槻
の
朝
は
こ
の
時
分
、
丁

度
日
の
出
の
時
刻
で
す
。 

 

植
裁
の
散
水 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動 

 

高
槻
地
域
生
活
総
合
支
援

セ
ン
タ
ー
“
ぷ
れ
い
す
Be
”

は
、
障
害
の
あ
る
方
の
た
め

の
多
機
能
サ
ー
ビ
ス
施
設
と

し
て
、
２
０
０
９
年
4
月
に

事
業
を
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

障
害
者
自
立
支
援
法
の
生
活

介
護
、
自
立
訓
練
、
就
労
移

行
支
援
、
就
労
継
続
支
援
Ｂ

型
、
短
期
入
所
（
日
中
一
時

支
援
）
お
よ
び
相
談
支
援
等

の
事
業
を
さ
れ
て
い
る
施
設

で
す
。 

 
開
所
に
あ
た
っ
て
、
緑
に

包
ま
れ
た
セ
ン
タ
ー
に
し
よ

う
と
、
多
く
の
植
裁
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
２
０
１
０
年

の
夏
は
、
特
に
暑
く
、
セ
ン

タ
ー
の
植
裁
が
弱
っ
て
い
る

た
め
、
急
拠
散
水
の
話
し
が
、

「
Ｖ
Ｇ
槻
輪
」
に
来
ま
し
た
。 

セ
ン
タ
ー
に
行
き
ま
す
と
非

常
に
植
裁
が
弱
っ
て
い
る
の

で
、
会
員
の
協
力
を
得
て
、

８
月
か
ら
２
名
１
チ
ー
ム
の

編
成
を
組
み
、
西
日
の
暑
い

中
で
の
散
水
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。
雨
の
日
は
散
水
し

な
く
て
も
良
い
の
で
す
が
、

８
月
は
休
む
日
は
な
さ
そ
う

で
す
。
９
月
一
杯
は
必
要
で

は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。 
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と
け
い
そ
う 

 

“ 

夏
の
ノ
ル
マ 

” 

”
ノ
ル
マ
を
果
た
さ
な
け
れ

ば
一
日
は
始
ま
り
ま
せ
ん 

” 

夫
婦
揃
っ
て
の
、
市
民
検
診

の
結
果
を
見
な
が
ら
、
ホ
ー

ム
ド
ク
タ
ー
が
「
測
か
ら
ん

で
も
見
た
ら
分
か
る
メ
タ
ボ
、

ハ
ハ
ハ
！
特
に
問
題
な
い
か

ら
、
標
準
目
指
し
て
頑
張
っ

て
」
と
何
も
指
導
も
ア
ド
バ

イ
ス
も
な
く
、
突
き
放
さ
れ

た
。
そ
れ
で
、
梅
雨
明
け
か

ら
、
毎
年
の
朝
歩
き
を
性
懲

り
も
な
く
今
年
も
ス
タ
ー
ト

さ
せ
た
。
夏
の
夜
明
け
は
早

く
、
６
時
に
家
を
出
る
の
で

は
も
う
遅
い
。
私
た
ち
の
、

歩
く
コ
ー
ス
は
３
種
類
。
ち

な
み
に
我
が
家
は
高
槻
市
松

が
丘
１
丁
目
で
あ
る
。 

ひ
と
つ
は
、
夫
の
借
り
て

い
る
畑
周
辺
、
摂
津
峡
下
の

口
芥
川
沿
い
の
遊
歩
道
で
、

６
時
半
に
は
公
園
の
ラ
ジ
オ

体
操
に
人
が
集
ま
る
が
、
夏

は
、
こ
の
時
間
は
、
既
に
太

陽
が
ぎ
ら
ぎ
ら
で
、
私
た
ち

は
パ
ス
。
朝
、
歩
き
そ
び
れ

た
時
、
夜
歩
く
こ
と
に
し
て

い
る
コ
ー
ス
で
あ
る
。 

二
つ
目
は
、
神
峯
山
寺
コ

ー
ス
。
朝
５
時
半
に
車
で
家

を
出
て
、
走
る
こ
と
約
５
分
。

原
の
農
道
近
く
に
車
を
停
め

て
、
神
峯
山
寺
を
目
指
す
。

上
り
口
ま
で
15
分
く
ら
い
、

お
寺
に
は
そ
れ
か
ら

20
分

く
ら
い
、
毎
朝
歩
い
て
い
る

ら
し
き
善
男
善
女
が
、
足
並

み
も
軽
や
か
に
、
声
高
々
と

「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」

と
、
荒
い
息
の
私
た
ち
を
追

い
抜
い
て
い
く
。
車
の
停
め

て
あ
る
畑
道
を
少
し
歩
く
と

一
時
間
、
万
歩
計
は
７
０
０

０
歩
く
ら
い
。
こ
の
コ
ー
ス

は
お
寺
ま
で
は
上
り
坂
で
多

少
の
負
荷
は
あ
る
が
、
往
復

と
も
山
の
陰
で
、
７
時
近
く

な
っ
て
も
、
夏
の
日
差
し
は

免
れ
る
。 

三
つ
目
の
コ
ー
ス
は
、
せ

せ
ら
ぎ
の
里
コ
ー
ス
。
５
時

過
ぎ
に
、
車
で
亀
岡
線
の
バ

ス
道
を
走
る
こ
と
20
分
、
出

灰
（
ゆ
ず
り
は
）
の
バ
ス
停

を
川
沿
い
に
樫
田
の
方
に
入

っ
て
い
く
と
せ
せ
ら
ぎ
の
里

で
あ
る
。
気
温
は
、
松
が
丘

よ
り
３
度
以
上
は
低
く
、
ま

る
で
避
暑
に
来
た
よ
う
で
あ

る
。
車
を
停
め
て
川
沿
い
に

緑
の
シ
ャ
ワ
ー
を
浴
び
な
が

ら
、
村
落
を
二
つ
抜
け
て
往

復

90
分
約
１
０
０
０
０
歩

で
あ
る
。 

朝
目
覚
め
る
。
５
時
で
あ

る
。
あ
～
あ
っ
！
起
き
な
け

れ
ば
。
歩
か
な
け
れ
ば
。
雨

で
も
な
し
、
階
下
で
夫
が
雨

戸
を
あ
け
る
音
。
あ
～
あ

っ
！
今
日
も
あ
の
ど
ち
ら
か

の
コ
ー
ス
を
歩
く
と
い
う
ノ

ル
マ
を
果
た
さ
な
け
れ
ば
一

日
は
始
ま
り
ま
せ
ん
。
こ
の

夏
決
め
た
ノ
ル
マ
で
す
。 

Ｓ
．
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“
時
の
風
吹
く
と
題
さ
れ
た 

旧
岩
崎
邸
と
庭
園 

” 

今
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
坂

本
竜
馬
伝
」
を
ご
覧
の
方
は

多
か
ろ
う
と
思
い
ま
す
が
、

そ
の
中
に
登
場
す
る
岩
崎
弥

太
郎
が
東
京
で
三
菱
財
閥
を

創
設
し
た
事
は
ご
存
知
で
し

ょ
う
か
。 

写
真
は
、
平
成
十
三
年
に

公
開
さ
れ
た
旧
岩
崎
家
の
洋

館
本
邸
で
す
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

で
見
ら
れ
る
英
国
コ
ロ
ン
ビ

ア
風
と
い
わ
れ
る
お
城
の
よ

う
な
建
物
で
す
。
明
治
二
十

九
年
弥
太
郎
の
息
子
、
三
代

目
久
弥
が
ジ
ョ
サ
イ
ア
・
コ

ン
ド
ル
に
設
計
建
築
を
命
じ

て
た
て
た
も
の
で
す
。
こ
の

人
は
明
治
十
年
政
府
の
招
聘

に
よ
り
今
の
東
大
工
学
部
の

教
授
と
し
て
英
国
よ
り
来
日

し
、
鹿
鳴
館
や
上
野
博
物
館

な
ど
日
本
の
近
代
建
築
に
貢

献
し
た
そ
う
で
す
。
建
築
当

初
二
十
棟
以
上
、
一
万
五
千

坪
以
上
あ
っ
た
け
れ
ど
、
現

存
す
る
の
は
洋
館
・
和
館
・

撞
球
室(

ビ
リ
ヤ
ー
ド)

の
３

棟
と
庭
園
の
約
五
百
坪
で
す
。 

 

洋
館
か
ら
庭
側
を
見
る
と

イ
タ
リ
ア
・
ト
ス
カ
ナ
風
列

柱
と
床
は
イ
ス
ラ
ム
風
モ
ザ

イ
ク
タ
イ
ル
。
邸
内
内
部
も

世
界
中
の
様
式
が
取
り
入
れ

ら
れ
て
い
ま
す
。
さ
す
が
世

界
を
相
手
に
貿
易
を
し
、
財

閥
に
な
っ
た
一
族
。
よ
く
ぞ

戦
禍
を
免
れ
た
も
の
。
芝
生

の
向
こ
う
に
は
近
代
ビ
ル
が

林
立
し
て
い
ま
す
。
こ
の
間

に
は 

百
年
以
上
の
歴
史
の

風
が
吹
い
て
い
ま
す
。 Ｓ

・
Ｕ 

（
抜
粋
・
詳
し
く
は
Ｈ
Ｐ
で
） 


